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高等学 校共 通 教科 「情報」 の 検定教科書 の 特徴分析
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料

〈概 要〉本研究は ，高等学校共 通教科 「情報」 の カ リキ ュ ラ ム 作成に必 要 となる基礎的知見を得

るた めに，　 「社会 と情報」 と 「情報 の 科学」 の 2科 目の 検定教科書か ら内容構成に 関する特徴に つ

い て 分析 を行 っ た ．分析 内容 は学習指導要領 に示 されて い る内容 （大項 目 ， 小 項 目）の 構成比 及

び内容の 構成比 に基 づ く類型 化であ る．

　そ の 結果，　 「社会 と情報」 ，　 「情報 の 科学」 と もに ，各検定教科書に よ っ て学習指導要領 に示

され て い る内容 （大項 目 ， 小項 目）の 構成比 に 違い が あ り，各検定教科 書 に よ っ て 各内容 で 想定 さ

れ る授 業時間数 に違 い が あると解釈 され た．また，内容 の 構成比に基づ く類型化か ら 「社会 と情報」

で は 5つ
，　 「情報 の 科学」 で は 4つ に 分類 され ， それ らの 特徴 を整理す る こ と が で きた ．
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1。は じめに

　平成 25年度か ら実施 されて い る高等学校学習

指導要領 （以 下 ， 新学習指導要領）の共通教科 「情

報」　 （以下，情報科）では，学習者が情報科祉会

に積極的に参加 で きる能力 ・態度 と情報に関す る

科学的な見方 ・考え方を習得するた めに，従前の

学習指導要領の 情報科の 科目， 目標 ， 内容など に

つ い て 見直 しが図られた
［1］．従前の 学習指導要領

における情報科の科目で ある晴 報A」，「清報B」，

「情報C」 は発 展的な解消がなされ，　 「社会 と情

報」 ，　 「情報 の 科学」 の 科 目が新設された．

　従前 の 学習指導要領に お け る情報科の 科 目で あ

る 「情報 A」 で は多種多様な解釈がな され，検定

教科書が著作 ・編集されてい たこ とが各種調査で

報告 されて い る
匚2］．今回 の 学習指導要領 の 改訂 に

よ り新設され た 「社会と情報」，　 「情報 の科学」

に お い て も，　 晴 報 A」 と同様 に多種多様な解釈

がなされ ， 検定教科書が著作 ・編集 されて い る こ

とが懸念され るため ，
こ の 点 につ い て検証 が 必要

と考え られ る．

　そ こ で本研究で は，新学習指導要領に基 づ い て

著作 ・編集 された情報科の各科 目の検定教科書の

記載内容か ら特徴を分析 し， 各検定教科書による

差異に つ い て検証す ると ともに ， カ リキ ュ ラ ム作

成や学習指導を進める上 で基礎的な知見を得る こ

とを目的とする．

2 ．分析の方法

（1）分析の対象

　平成25年度版の 「社会 と情報」 の 検定教科書を

出版 して い る 6社，計8冊 （各検定教科書はS1〜S8

と記す）と平成25年度版の 「情報の科学」 の検定

教科書を出版 して い る4社 ， 計5冊 （各検定教科書

はK1〜 K5と記す）が出版 され て お り，こ れ らを分

析倣 橡 とする．

（2＞内容の 構成比 （分析 1 ）

　各検定教科書か ら章扉，索引 ， 章末 の まとめ ，

章末問題 ， 巻頭 ・巻末資料を除き，各頁の 記載内

容 （記述文 ， 図 ， 表）をO．5頁単位で ，学習指導

要領に示 されて い る各科 目の 内容 （大項目，小項

目）との 同定作業を行い，各内容の 記載内容の 割

合を算出した．そ の 際，0．5頁単位の 中で 各内容

が途切れ る場合は ，
0．25頁以 上 記載 され て い れ ば

0．5頁 と した．また，各内容 に当ては ま らない 頁

群は，　 「そ の他1 と分類 した．

　尚，各科 目の内容 との 同定作業につ い て は ， 情

報教育を担当の 大学教員1名 と高等学校情報科担

当教員 1名が個別 に行 い ，意見が合致 しない 場合

に は，協議を行 っ て 決定す る こ ととした．

（3）内容に構成比 に基づ く類型化 （分析 2）

　分析 1で算出された各検定教科書における各科

目の 内容 （大項 目，小項目）の 頁数をもとに，各

内容の 小項 目の 占める割合を算出 した．そ の 後 ，

検定教科書が 占める各小項 目の割合を変数 として ，

各検定教科書構成の 傾向を探索する ため に，ク ラ

ス タ
ー

分析に よる類型化を行 っ た ．

3．結果

（1）内容の構成比 （分析 1）

　 「社会 と情報」 ，　 「1青報の科学」 ともに各検定

教科書 に よっ て各科 目の 内容に割り当て られ て い る

頁数 の 総和 は 各社 に よっ て 違い が あっ た ．　 「社会と

情報 」 で は，S7が 148頁，　 S2が 146頁，　 S3が 139頁

の順で多か っ た．最も少なか っ た の はS5の 86頁で

あ り，S5で は第 1章に中学校までに習得すべ き内

容で あ る情報機器や基本的なソ フ トウェ ア の使

用方法に 36頁を使用 して い た．

　 晴 報の科学」で は，K3が139頁 ，
　K4が 130．5頁 ，
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K2が 125頁，　 K5が 124頁，　 Klが ll2頁 の 順 で 多か っ た ．

　　「社会と情報」で は，S1，　S5，　S6，　 S7，　S8では 「 

情報の活用 と表現」 ，
S2

，
　 S3では 「  情報社会の

課題 と情報モ ラル 」 ，S4では 「  情報通信ネ ッ ト

ワ
ー

ク とコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 」 の 占め る割合が最

も高か っ た．そ して S2，　 S4，　 S6，　 S8で は 「  望ま し

い情報社会の 構築」 ， Slで は 厂  情報社会の課題 と

情報モ ラル 」，S3で は 「  惜報の 活用 と表現」 ，S7

では 「  情報通信ネ ッ トワー
クとコ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ

ン 」 の 占める割合が最 も低かっ た．

　　「情報 の 科学」で は，内容の大項目にお い て
，
K1

，

K2，
　 K3，

　 K5で は 「  コ ン ピ ュ
ー

タと情報通信ネ ッ

トワーク」 の 占める割合が最も高く，K4で は 「 

問題解決とコ ン ピュ
ータの活用」 の 占める割合が

最も高か っ た．そ して K2，　 K4，　 K5で は 「  情報の

管理 と問題解決」，Kl，　 K3で は 「  庸報技術の進

展 と情報モ ラル 」 の 占める割合が最も低か っ た．

（2）内容に構成比 に基づ く類型化 （分析 2）

　 クラス ター分析は平面 ユ
ーグ リッ ト距離によ

っ て 類似度を求め，ward法に基づ い て 項 目を結合

した ．そ の 際，類型化が図 られ た最短距離で テ ン

ドロ グラム を分割する こ ととした．各クラス ター

の 特徴を把握する ため に，各科 目 の 内容の 割合か

ら検討 した．そ の結果， 「社会と情報」 で は5つ ，
「情報の 科学」 では4つ に分類する こ とができた．

そ の 特徴を下記表1，表 2に示す ，

クラス ター  （S5）

　クラス タ
ー
  ，  ，  と同様に，大項 目  「情報の活用 と表

現亅の 割合が 最も高か っ た，小項目で は 「ウ，情報の表現 と伝

達」 が最 も高い 割合 （25．（既）が示 され た，クラス タ
ー  と異 な

る点 は，大項 目  「情報社会 の課題 と情報モ ラル 」の 割合が17．4％

と低い 割合を示 して い た が，ク ラ ス タ ー  で は，大項目  の 次

に高い割 合 （30．2％）が示 され た．

表2　 「情報の 科学」 の 検定教科書に おける各クラス ターの 特徴

表1　 「社会 と情報亅の 検定教科書における各クラス ターの 特徴

クラス ター  （K1，　 K3）

　内容の 大項 目で 「  コ ン ピ ュ
ー

タ と情報通信ネ ッ トワ
ー

ク」

の 割合 が最 も高 く，　 「  情報技術 の 進 展 と情報モ ラル 亅 の 割合

が最 も低か っ た．他の ク ラス タ
ーと比 較して他の 大項目の 割合

の 範囲が小 さい 特徴が示 された （32，4跖〜19．既 ）．そ して各小

項 目にお い て は  「ア ．コ ン ビ ＝・一タ と情報の 処理 」 が 最も高

い 割合が 示 され た （21．鋭）．

クラス ター  巛 ）

　クラス タ
ー  と同様に  「情報の 活 用 と表現 」 の 大項 目の 割

合が 最も高 く，　 「  庸報技術の 進展 と情報モ ラル 」 の 害1亅合が最

も低かっ た．そ して 大項 目を構成する各小項目間の 範囲が，4つ

の クラス タ
ーの 「liで最 も小 さレ値 を示 して い た （1，6％〜16，編）．

クラス ター  爬 ）

　内容の 大項目で 「  問題解決とコ ン ピ ュ
ー

タの 活用」 の 割合

が最 も高く， 「  清報技術の 進展と情報モ ラル 」 の轡恰 が最も

低か っ た．そ して大項 目を構成する小項 目の 中で は，  「イ．

問題解決 と処理 手順の 自動化亅 が最も高い 害恰 （21．1％，）を示 し

て い る．

クラス タ
ー
  （S2，　 S3，　S4）

  「情報社会の 課題 と情報モ ラ ル 」の 大項 目の 割合が最 も高

く，他 の クラ ス タ ーと比較 して 他の 大項 目間の割合の 範囲 が小

さい 特徴 が示 された （22，1％〜29，5％）．そ して各小項 目におい

て も同様の 特 徴が見 られた （2．7％〜14．4％）．

クラス ター  価 ）

　内容の 大項 目で 「  コ ン ピ ュ
ー

タ と情報通信ネッ トワ
ー

ク」

の 割合が最も高く， 「  晴報 の 管理 と問題 解決 」の 割合が最 も

低 か っ た．そ して 各小項 目にお い て は ，  「ア ．コ ン ピ ュ
ー

タ

と情報の 処理亅 が最 も高い 割合を示 して い た （21，0％）．

クラス ター  （S1，詔）

　  「情報 の 活用 と表軸 の 割合 が最 も高 く，この 大 項 目を重

視 した構成 にな っ て い た，小項 目では 「イ．情報の デ ィジタル

化」が最 も高い割合 （17，脇〜18，5％）が示された．

クラス タ
ー
  （S6）

　 クラス タr   と同様に，大項 目  精 報の 活用 と表現」 の割

合が最 も高か っ た．小項 目で は 「ウ，情報 の 表現 と伝達」 が最

も高い 割合 （25，0跖）が示 され た，

クラス ター  （S7）

　ク ラス タ
ー
  ，  と同様に，大項 目  「情報の 活 用 と表現」

の 割合が最も高か っ た，／1項 目では 「ウ．情報の 表 現 と伝達」

が 最も高い割合 （25．0％）が示 され た．ク ラ ス ター  と異なる点

は，  「情報通信ネ ッ トワ
ー

ク と コ ミ J．ニ ケ
ーシ ョ ン 」 の 大項

目が2番 目に重視されて い たが，クラス タ r   で は，大項 目の 中

で 最も低い 割合が示 され た，

4．考察

　分析 1 よ り，各検定教科書に よっ て学習指導要領

の 内容 （大項 目，小項 目）に割 り当て られ て い る頁

数 に 違 い が あ り，各検定教科書 に よっ て 内容 の 構成

に 違い があ る こ とがわ か っ た．また，分析2よ り，情

報科の各科目の ね らい を達成するための カ リキ ュ ラ

ム は，各科目に よっ て 類型化する こ とが で きた．

5 ．主な参 考文献

［1］　文 部科学省 ，高等学校学習指 導 要 領 解 説 　情 報編

　　 開隆堂出版，2elO

［2］ 香 山瑞 恵 ・曽 田正 彦 ・
岡本敏雄，高等学校普通教科

　　 情報科 ：惓報 A 教科書の 比 較検討
一
定量的側面か ら

　　 の 考察
一
，日本教育工学会第 19 回 全国大会，

　 　 pp．289−290，　2003

一109一 N 工工
一Electronic 　 Library 　


